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注）現況分析結果の「優れた点」及び「特色ある点」の記載は、必要最小限の書式等の 

統一を除き、法人から提出された現況調査表の記載を抽出したものです。 
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学部・研究科等の研究に関する現況分析結果（概要） 

 

学部・研究科等 研究活動の状況 研究成果の状況 

商学部、商学研究科 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

 

  



小樽商科大学 

- 2 - 

 



小樽商科大学 商学部、商学研究科 

- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．商学部、商学研究科 
 

（ 分析項目Ⅰ 研究活動の状況 ･･･････････････････････ 4 ） 

 

（ 分析項目Ⅱ 研究成果の状況 ･･･････････････････････ 4 ） 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

研究活動の基本的な質を実現している。 

 

〔特色ある点〕 

○ 平成 29 年度に北海道小樽市との「小樽市における人口減少の要因分析及び有

効な施策に関する小樽市と国立大学法人小樽商科大学との共同研究」を締結

し、小樽市職員９名および小樽商科大学教員７名による共同研究チームにおい

て科学的分析手法を用いた調査及び 12 回の施策検討会を行い、平成 30 年７月に

研究成果報告書をまとめた。 

 

 

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

学術的に卓越している研究業績、社会・経済・文化的に卓越している研究業績

が、それぞれ、３件、２件との評価を受けており、現況分析単位の目的・規模等を勘

案し、相応の質にあると判断した。 

 

 

 

 


